
郡山市第四次環境基本計画 骨子（案）

ｃ第１章 基本的事項 第４章 施策の展開

１ 計画策定の背景
(1)計画の経緯 → これまでの経緯や策定の必要性等
(2)環境問題の対応に関する動向 → 取り巻く環境の変化、国・県・本市動向等

２ 計画の役割・位置付け → 策定根拠、関連法令、市の他計画との関係等
３ 計画の期間 → 2022(令和4)年度から2025(令和7)年度までの4年間
４ 計画の対象範囲
(1)対象地域 → 本市全域
(2)環境の範囲 → 気候変動、資源循環、自然環境、生活環境、環境保全活動等

５ 各主体の役割
(1)市民の役割 → 市民に期待される役割
(2)事業者の役割 → 事業者に期待される役割
(3)市(行政)の役割 → 市の役割

第５章 推進体制と進行管理

本市の地勢、気候、産業構造、本市の自然環境の概況 等

第３章 計画の目標

１ 基本理念 → 郡山市環境基本条例で定める基本理念
２ 将来の環境都市像 ↓

※郡山市まちづくり基本指針における環境分野の将来構想
※基本指針と整合を図り環境施策の更なる推進のため、引続き本市の目指すべき
将来の環境都市像とする。

環境にやさしく自然豊かな、住んでいてよかったなと思えるまち

３ 取組みの柱及び施策の体系
(1)取組みの柱

第２章 郡山市の概況
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取組みの柱 取組みの項目 施策

１．気候変動
1-1 地球温暖化対策の推進
1-2 気候変動適応策の推進

省エネルギーや再生可能エネル
ギー利用の拡大、気候変動適応
策等に関する施策

２．循環型社会
2-1 資源の循環的利用
2-2 廃棄物の適正処理

３Rの推進や食品ロス削減、プ
ラスチックごみ対策、廃棄物の
適正処理等に関する施策

３．自然環境
3-1 生物多様性の保全
3-2 自然環境の保全と活用

生息環境の保全や外来生物対策、
森林・農地等の保全、公園・緑
地等の保全等に関する施策

４．生活環境
4-1 大気環境等の保全と改善
4-2 水環境等の保全と改善

大気汚染調査や騒音・振動・悪
臭の発生抑制、水質調査や土壌
汚染等に関する施策

５．環境行動
5-1 環境教育・環境学習の推進
5-2 環境保全活動への支援

環境教育や環境学習、環境に関
するイベントや体制づくり等に
関する施策

原子力災害からの
環境回復

原子力災害対策に関するこれまでの取り組みを記載

(2)施策の体系

１ 推進体制 庁内体制、郡山市環境審議会との連携
２ 進行管理
(1)進行管理体制 (2)計画の進行管理に関する情報公開
PDCAサイクルによる進行管理 年次報告書「郡山市の環境」として

毎年公開

資料１

原子力災害からの環境回復

将来の環境都市像

気
候
変
動
に
対
応
す
る
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
な
ま
ち
づ
く
り

１．
資
源
が
循
環
す
る
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り

２．
多
様
な
生
物
が
生
息
し
自
然

と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

３．
き
れ
い
な
水
や
空
気
が
守
ら
れ
安
心

・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

４．
環
境
を
思
い
や
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
ま
ち
づ
く
り

５．

市民 事業者

市民

協働


